
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「行為に着手」とは、基礎工事（根切り工事、山留め工事、ウェル工事及びケーソン工事等） 

後の工程に着手したものをいいます。 

※ 「住宅」とは、一戸建ての住宅、長屋及び共同住宅等を指します。ただし、併用住宅は除

きます。 

 

 

区分 届出対象行為 

建築物 

⑴ 高さ１５ｍ又は建築面積１，０００㎡を超える建築物（増築又は改築後
において高さ１５ｍ又は建築面積１，０００㎡を超えるものを含む。）の
新築、増築、改築又は移転 

⑵ 高さ１５ｍ又は建築面積１，０００㎡を超える建築物の外観のうち各立
面の面積１／５を超えて変更することとなる修繕、模様替又は色彩の変
更。ただし、平林寺・野火止用水周辺ゾーンにおいて、上記の「１／５」
とあるのは、「１／１０」と読み替える。 

⑶ 新座市開発行為等の基準及び手続に関する条例第２条第２項第１号に
規定する開発行為を行う区域における住宅の新築 

⑷ 敷地面積（複数の建築物を建築する事業を行う場合にあっては、当該事
業を行う区域の全体の面積をいう。）が５００㎡以上の住宅の新築、増築、
改築又は移転  

※ 上記の行為のうち⑴及び⑵は特定届出対象行為（法第１７条第１項）と
する。 

工作物 

⑴ 建築基準法第８８条第１項又は第２項に規定する工作物の新設又は改
築 

⑵ 建築基準法第８８条第１項又は第２項に規定する工作物の外観の総面
積１／５を超えて変更することとなる修繕、模様替又は色彩の変更。ただ
し、平林寺・野火止用水周辺ゾーンにおいて、上記の「１／５」とあるの
は「１／１０」と読み替える。 

※１ 上記の行為のうち新設行為については特定届出対象行為（法第１７条
第１項）とする。 

※２ 工作物は、新座市屋外広告物条例第６条の規定による許可を受けた掲
出物件の設置又は同条例第７条の規定による変更等の許可を受けた掲出
物件の変更若しくは改造を除く。 

平成２２年１０月１日から新座市景観計画及び新座市景観条例が施行されました。 

新座市景観計画では、市内全域を計画の対象区域としています。 

このため、新座市内で建築物の建築等や工作物の建設等を行う場合には、新座市景

観計画に定める景観形成基準及び色彩基準に配慮したものとしていただきますよう

お願いします。 

 また、下記の行為については、景観法及び新座市景観条例により、事前協議及び届

出が必要となります。ただし、一戸建ての住宅に係る事前協議は不要です。 



○景観計画の地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○色彩基準（各ゾーンにおいて、外壁・外装及び屋根に使用できる色彩（マンセル値）は以下のとおり。） 

⑴ 

 

 

 

 

⑵ 

 

 

 

 

 

 

⑶ 

 

 

 

 

 

※本ゾーンにおいては、外

壁・外装強調色（１／５未

満）として用いる色彩につ

いても使用できる範囲を

定める。 



○景観形成基準 

区分 景観形成基準 

建
築
物 

配
置 

⑴ 地域の周辺環境に配慮し、道路・隣地間の距離を確保して敷地に対してゆと
りある配置とし、植栽等による緑化を行う。 

⑵ まちなみの連続性に配慮し、周辺建築物等と調和する配置とする。 

屋
根 

⑴ まちなみに配慮し、周囲と調和する形態・素材・色彩を用いる。 
⑵ 原色等の突出した色彩を用いない。 

外
壁 

⑴ まちなみの連続性に配慮し、周囲建築物等との調和するデザインとする。 
⑵ 色彩は、特別の事情がない限り、原色を用いない。 
⑶ 色数をできる限り少なくするとともに、際立つ色彩の使用面積は最小限とす

る。 

そ
の
他 

⑴ 付帯設備類 
 ア 屋外階段は、建築物本体と一体化又は建築物本体と調和する色彩・デザイ

ンとする。 
 イ 空調室外機、電源・水源用設備等の屋外施設は、建築物壁面との調和、建

築物本体との統一感を創出させるため、配置や目隠しの工夫等を行う。 
 ウ 広告、サイン等は、建築物本体の色彩・デザイン及びまちなみと調和する

配置・形態・デザインを用いる。 
 エ 自動販売機、ごみ置き場等は、まちなみと調和する色彩・配置とする。 
⑵ 商業地空間 
 ア シースルーシャッター、ガラスウィンドウを用いる等にぎわいを創出する

工夫を行う。 
 イ ライトアップ等の夜間景観を創出する工夫を行う。 
 ウ 商店街等のまちなみの連続性や調和に配慮し、空間の演出、店先の緑化を

行う。 
⑶ 工業地空間 
 ア 建築物外周部の植栽等、連続性のある緑を配置する。 
 イ 周辺環境やまちなみと調和する建築物の色彩・デザインを用いる。 

工
作
物 

外
観 

⑴ 建築物と一体に建設する場合は、建築物本体とデザインを合わせる。 
⑵ 駐車場、貯蔵施設等は、外周部を緑化する等、修景を行う。 
⑶ 擁壁は、威圧感・恐怖感を排除するため、緑化や素材・形態の工夫を行う。 

色
彩 

 けばけばしい色彩とせず、周辺の景観と調和した色彩とする。多色の使用、ア
クセント色の使用等に際しては、使用する色彩相互の調和、使用する量のバラン
スに十分配慮する。 

 



○事前協議及び届出の手続の流れ 

■ 行為の届出手続の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○勧告基準及び変更命令基準 

区分 勧告基準及び変更命令基準 

勧
告
基
準 

  外壁及び屋根（工作物については外装）の色彩が、前掲の色彩基準に適合しない行為 

変
更
命
令
基
準 

 特定届出対象行為において、その外壁及び屋根（工作物については外装）の色彩が前掲の色彩

基準に適合しない行為 

 

 

 

問合せ・相談等 

事前協議 

 
事前協議申請書の提出 

設計(協議内容の反映) 

法定届出又は建築確
認申請をしようとす
る日のいずれか早い
日の１５日前 
(行為着手の４５日前)
までに 

行為着手の３０日前
までに 

勧告・変更命令 各種法令・制度上の手続 

行為の着手 

・具体的な計画を立てる前に、景観計画
等を確認する。 

・景観に関する事項を事前相談する。 

必要な場合専門的な助
言を聴く 

行為の内容協議 

法定の行為届出 

景観計画適合審査 

適 合 不適合 

新座市景観審議会 

公 表 新座市景観審議会 

 


